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　平成15年4月7日（月）、東京医科大学病院教育棟
5階臨床講堂に於いて第5回医科学フォーラムが開催
された。今回は第一部として、今日必ずしもその関係
が有機的に機能しているとは言い難い本学の基礎医
学系教室と臨床医学系教室の間の連携をより密にし、
相互理解のもとにさまざまな共同研究が進められて
いくことを祈念して行ったアンケート調査の結果を
公表した。すなわち、今回は基礎医学系教室の研究
テーマや研究活動の現況について調査をさせていた
だき、その内容をフォーラムの場で臨床医学系教室の
職員に開示し、共同研究を推進していく上での問題点
を明らかにすることを目的とした。
　後半の第二部は、昨今よく耳にするバイオベン
チャービジネスについて、日経バイオビジネス編集長
の小崎丈太郎氏により、「医学部発バイオベン
チャー：成功の条件」と題した講演を拝聴した。
　第一部のアンケート調査では、本学の第一解剖学教
室、第二解剖学教室、第一生理学教室、第二生理学教
室、生化学教室、第一病理学教室、微生物学教室、免
疫学教室、薬理学教室、法医学教室の各基礎医学教室
のほか、東京医大難治研ならびに電子顕微鏡室にご協
力をいただいた。
　その結果、全体の8割の基礎医学系教室において現
在、あるいはごく最近まで東京医大の臨床系教室との
共同研究の実績があることが判明した。共同研究の実
態としてはいずれも臨床系教室の医員が基礎系教室
に出向する形で行われており、実際の研究の7割は基
礎医学系の教授自らの指導のもとに行われていた。研
究費については主として基礎医学系からの支出が7
割、臨床系が1割であった。現在、共同研究を行って
いる臨床医学系教室の数は重複を含めると延べ27科
にのぼったが、一方で本学の基礎医学系教室との共同
研究が全く行われていない教室も数科存在した。
　共同研究に関する今後の展望としては、すべての基
礎医学系教室が本学の臨床医学系教室とのコラボ
レーションを望んでいることが明らかとなり、その対
象となる教室は内科系、外科系を含め、多岐にわたっ
ていた。ただし、双方のよりよい関係を構築しながら
共同研究を円滑に進めていくには、臨床系の医師が基
礎医学教室に1年ないしは2年といったまとまった
期間にわたって出向し、研究に専念出来る環境を作り
上げていくこと、相互の利益につながるような研究
テーマの設定、情報のフィードバックを進めていくこ
とが必要である等の意見が多数寄せられた。また、研
究費の分担等についても両教室問で事前に充分ディ
スかションしておくことが重要であるとの意見もみ
られた。
　本来なら同じ大学に所属する基礎系と臨床系教室
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